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大 至 急 御 返 事 を 下 さ い 。 別 に 六 百 枚 の も の を お 符 き に な る や う でし た ら 、
こ れ は 、
このままお預りして樅いて、
次 の 機 会 に 出 版 い
た し ま す う や う 骨 を
折り
ま す 。 併 し 、
新 し く 紺 く よ り も 、
これを
お直しになって、
六 百 枚 位 ま で に い た し ま す や う で し た ら 、
至 急
御 返 送 申 し 上 げ ま す 。




本 が 売 れ て も 売 れ な い で も お 払 ひ い た し 、
若 し 、
一 削
の 印 税 に し て 干 二 百 円 を 越 え る ほ ど 本 が 売 れ ま す れ ば 、 印 税 に 直します。社では、
一枚の稲科が四五円に当るほど、
売 り た い 計 企
ですが、
こ れ は 、
出して見ないではわかりません。
兎 に 角 、
二 円
以 上 の 稿 科 と し て や っ て 見 て 頂 き 度 い の で す 。
これに就いては至
急 御 返 事 を 下 さ い 。
二 十 三 日 頃 ま で に 。
尚 、
短 楠 （ 三 十 枚 以 内 の も の ） が 出 来 ま し た ら 、
雑 誌 の た め に
お送り下さい。
侠はこの夏を、
家 族 伴 れ で 北 海 逍 へ 行 き ま す 。
十 三 日 に 東 京 を
出 発 。 家 族 は 北 海 追 へ 槌 い て 、
僕 だ け は 二 十 頃 に 帰 郷 し ま す 。
若 し よ ろ し
かったら、
こ の 夏 を 、
僕 の 家 で 、
六百枚の探偵小説
を や り ま せ ん か 。 伐 も こ の 夏 中
に 、
六 百 枚 を 仕 上 げ る 予 定 で す 。
僕の家は相当広いですから、
よ ろ し か っ た ら 、
遠 磁 な く お い で 下
さい。今年の夏は、
一人で器すのですから。
先 は 右 ま で 草 々
敬具
佐左木俊郎
そ の 後 は 全 く 失 礼 い た し て ゐ ま す 。
⑤拝啓
拶 野 久 作 様
④ は 昭 和 六 年 の 夏 前 （ 五 月 八 日 以 降 ） に 送 ら れ た 俳 簡 で あ る 。





久 作 に は 「 キ チ ガ ヒ 地 楳 」 と 同 題 名 の 小 説 が あ る が 、
こ れ と は
ま た 別 物 で あ ろ う 。 中 店 の 「 キ チ ガ ヒ 地 琺 」 は 昭 和 七 年 十 一 月 『 改造 」 に 発 表 さ れ て い る 。
こ の 咎 簡 に 見 ら れ る 「 キ チ ガ イ 地 獄 」 は
先の杏簡②eで言及された「干枚のもの」「掛下し長庶小説」と同 一 の も の を 指 し て い る 。
日 付 は 不 明 で あ る が 、
こ の 後 同 社 紺 集 者 の 奥 村 五 十 嵐 か ら も 久





別 に 六 百
枚を術くことを伝えたようである。奥村の手紙には、
佐 左 木 が 旅
行 か ら ま だ 鼎 っ て こ な い の で 取 り あ え ず 手 紙 を 出 し た こ と や 、
六
百 枚 の 小 説 に つ い て 久 作 の 提 示 し た 材 料 で 差 支 え な い と い う こ と 、また短篇小説を落手したことなどが歯かれている。
なお、
六百枚の小説は後、





























































































































































































































































































































































ている と あろう。「一足お先に」「怪夢」「狂人 笑う 「キチガイ地獄」などrドグラ・マグラ』に通ずるモチーフが胚胎された作品が、
この時期立て続けに発表されているということは、
久
作の興味がrドグラ・マグラ』出版へ 熱意を中心に、r狂人も 」へ向いていたことを表しているだろう。
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今回、
この佐左木俊郎害簡により、
昭和六年から七年にかけて
一度新湖社へ原稿を送っていたことが判明したのだ
が、
それ以前
にもrドグラ
・マグラ」は度々編集者宛てに送付されている。
一度目は大正十五年のことである。八月二十一日の久作の日記
には「狂人の解放治療遂に也き上げる千百余枚。徳蔵君小包を包んでくれて、
東京栂文館森下岩太郎氏宛送る。」とある
。こ
の時
の経綿につい は、
森下雨村が久作の死後、
回想しているので引
[9l 
用したいと思う。
「昨年「ドグラマグラ」の出版記念の席で
、初
めて拶野久作の
正体を突きとめた次第 あった。（中略）屑巾
のひろいがつしり
した那野君が、
初対面の挨拶の後から、
「ドグラマグラは十年前にあなたのお手許へ差出した旧作です」といった時には、
僕は「へえ」と答へたきりしばらく言業もな
かったものだ。一千枚の長箭、
いはんや「ドグラマグラ」なんて
特異な題名だから、
十年前でも一度読んだものなら記憶のどこか
にある筈だが、
とん
と思ひ出せないのだ。が、
話してゐる中に、
川田功君から丁皿な批評を派へ
て返してもらったといふので、
ハ
、アと僕は手を打った。
たしかに1・それが歩野君たったかどう
かさへももう忘れてゐたが、
僕が「新脊年」編戟時代に干枚近い
創作を受取り、
当時、
栂文館の貿ひため原稿の並理係りを
やって
ゐた川田功君に廻して読んでもらっ
て、
送り返したことがある。
当時川田君から読後感を冊いたやうにも思ふが、
何しろ千枚とい
ふ原梢で
雑誌ではIUJ題にならず、
上の空で訓き流して送り返して
もらったやうに記憶する。」
回想時点の大正十五年ではまだrド
グラ
・マグラ」という迎名
はついていなかったのだが、
確かに原稿は森下の手に渡り、
川田
功を経由し 久作の手許に戻っ
たようである。
なお川田功の宙簡
は五通現存しており、
久作に小説の表現についてアドバイスする
と共に、
森下と原税について話し合った内容を伝えている。
二度目の投稿は、
r新脊年』編輯部の水谷準に宛てて行われた。
昭和五年一月十一日の日記に密かれているように、「狂人 税は「ドグラ
・マグラ」と題名を改められ送り出された。
この時のことに
【10-
ついては水谷祁が座談会で発酋 い
る。
r新冑年』
に栽せてく
れという依頻で原秘 送られてきたのだが、
千二百枚は雑誌で扱
いき ず、
殆ど説まずに棚の上に皿いたままだったらしい。
【lll
最終的には能楽関係者である密多宜に、
春秋社の神田栽穂を
紹介してもらい、
昭和十年松柏館魯店（春秋社の別名）よりrド
グラ
・マグラ』は刊行された。
しかし、
それ以前にも出版しよう
と奔走していた久作の姿が、
柑節や関係者の回想などから班える。
如何にrドグラ
・マグラ」に執沿してい
たかを表すものであろう。
また、
神田親子の祖前も杉山文邸には残されており、
『ドグラ
・
マ
グラ』の紺梨、
出版の経綽を知る手がかりとして注目に価する。
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なおrドグラ
・マグラ」制作にあたり、
何度も改秘を繰り返し
杏かれたことは、
久作の日記などから窺い知ることができるのだ
が、
杉山文祁にはその証拠となる相当址の草稲が残されており、
これらの検証を進めてゆく必要がある。
今回の翻刻掲載にあたり、
御子息、
佐々木久郎氏より御快諾を
いただき、
また杉山満丸氏の御了解を得ました。謹んで感甜申し
上げます。
■註釈(l)r杉山文爪総目録秘」は福岡県立図甘館郷土沢科課内でのみ閲
邸可能であるが、
拶野久作沢料に関しては、
一九九四年に開他さ
れたr歩野久作展」の図録であるr双夕野久作
快人Q作ランド」
で目緑一覧を見ることが出来る。
ただし自箪原稿についてはミス
なのか、
表記されていない原栢群が大祉に存在する。拶野久作の
自策原稿のみのリストは一部間迩いがあるもの
の、
三池他一「郷
±打料の内容」（『ふるさとの自然と歴史』卯ニー四号。
一九八九
年十月）の中で紹介されている。
(2)新漢字旧仮名で就一した。(3)「SASAKI
TOSHIO」と名前の入った専用原秘用紙。「俊郎」の
読みは「としろう」であるが、
原柏用紙では「としお」となって
いる
。
(4)第三牲・甲賀一二郎r姿なき怪盗』(-九一
-l]
一年四月）／弟八巻
•森下雨村『白件の処女』（同年五月）／第二巻・大下宇陀児r奇
蹟の扉』（同年六月）／第十殊J•横消正史r呪いの塔」（同年八月）／第七巷·水谷池r被人の獄』（同年十月）／第
i
巻·江戸川乱
歩凪く触ぎ（同年十一月）／第五咎・橋木五郎『疑間の一1-』（同年十二月）／第九牲・沢夕野久作『暗黒公使』(-九―ニ―
1一年一
月）
／第六巻・浜尾四郎『鉄鎖殺人事件』（同年三月）／第四券•佐左木俊郎『狼群」（同年四月）
(5)江戸川乱歩r探偵小説阻十年』（桃
源社、
昭和一二十六年）、
「新潮社「新作探偵小説全集」」の項より。
(6)もう一通、
二月二十日付けのr文学時代』原稿依頼状（発侶年
不明）が現存している。r文学時代」 刊行期など時期
的なもの
を拉みれば、
昭和七年のものと推察される。
これを受けて久作か
ら「焦点を合せる」が送られたのだろう。
(7)佐左木は、「焦点を合せるJと同号に 「密会所綺魂」を、
r狂人は笑ふ」と同号に駐代小説 街の誘蛾灯」を掲叔している，
(8)r黒白』のパックナンパー一部未発見のため、
現在まで「共井
嬢次」「隙人形」共、
翻刻されたことはない。
西原和海氏は大正
十一年一月までの全二十二回述戟
か、
としている。
(9)森下雨村「悼梢、
辞なし」｛『月刊探偵」一九三六年五月。
r郎ク野久作の世界』（沖梢舎、
一九九一））所収。
(lo)大下宇陀児・水谷準・土岐雄三座談会ri一人の鬼オを偲ぶ」
（『別冊宝石78号
久生十湖·歩野久作読本』一九五八年七月）
(11)春秋社は喜多流の謡本を出版していた。
（おおたか
りょう-)
岡山大学大学院文学研究科）
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